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４月10日（月）まで

４月17日（月）まで（15日が
土曜日、16日が日曜日のため）

４月中の市町村条例で定める
日まで

５月１日（月）まで（４月30日が
日曜日のため）

①　源泉所得税および特別徴収住民税の納付（令和5年３月分）

②　給与支払報告に係る給与所得者異動届出書の提出

③　固定資産税（都市計画税）第1期分の納付
④　軽自動車税の納付

⑤　法人の確定申告、納付、延納の届出（令和５年２月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税（法人事業所税）・法人住民税

⑥　申告期限延長承認法人の法人税確定申告
１カ月延長法人（令和５年１月期）
２カ月延長法人（令和４年1２月期）
⑦　消費税確定申告（１カ月ごと）（２月期）
⑧　消費税確定申告（3カ月ごと）（２月、５月、８月、11月期）
⑨　法人の中間申告（半期・８月期）
法人税・消費税・地方消費税・法人事業税・法人住民税

⑩　法人消費税の中間申告納付
直前期年税額4,800万円超のとき　１カ月ごと（２月期を除く）
直前期年税額４００万円超のとき　３カ月ごと（５月、８月、11月期）

⑪　公共法人等の住民税均等割の申告納付
⑫　公益法人等（法人税申告書提出法人を除く）の損益計算書等の提出
（令和４年12月期）

①　源泉所得税には復興特別所
得税の額を含む。

②　４月１日の現況で関係市町村
長へ提出。

⑤～⑩　法人の事業年度（課税期
間）の終了日は各月末日とする。

⑦、⑧　消費税課税期間の短縮特
例は適用後２年間継続が要件で
ある。

⑫　公益法人等が年間収入8,000
万円超の場合、事業年度終了後
４カ月以内に損益計算書等を所
轄税務署長に提出する義務があ
る（措法68の６、措令39の37）。

今月の税務
日　付 項　目 備考・コメント

グ
ロ
ー
バ
ル・ミ
ニ
マ
ム
課
税
の
実
務

対
応
報
告
案
、次
回
公
表
議
決
へ
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会
　
　
計

去
る
３
月
８
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
９
７
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

企
業
会
計
基
準
諮
問
会
議
の
報
告

第
47
回
企
業
会
計
基
準
諮
問
会

議
（
２
０
２
３
年
３
月
20
日
号
（
№

１
６
７
２
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
の
報
告
が
同
諮
問
会
議
議
長
か

ら
行
わ
れ
、
パ
ー
シ
ャ
ル
ス
ピ
ン
オ

フ
の
会
計
処
理
が
新
規
テ
ー
マ
と
し

て
提
言
さ
れ
た
。
委
員
か
ら
特
段
の

異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
課
税
に

関
す
る
改
正
法
人
税
法
へ
の
対
応

実
務
対
応
報
告
公
開
草
案
に
寄
せ

ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
へ
の
対
応
案
お
よ

び
文
案
の
審
議
が
さ
れ
、
委
員
か
ら

特
段
の
異
論
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。

次
回
公
表
議
決
を
行
う
予
定
。

金
融
商
品
の
減
損

第
１
９
６
回
金
融
商
品
専
門
委
員

会
（
２
０
２
３
年
３
月
20
日
号
（
№

１
６
７
２
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
金
融
商
品
の
減

損
に
関
す
る
会
計
基
準
の
開
発
に
お

け
る
次
の
論
点
に
つ
い
て
、
審
議
が

行
わ
れ
た
。

⑴　
貸
付
金
に
関
す
る
手
数
料

原
則
と
し
て
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
９
号
「
金

融
商
品
」
の
取
扱
い
を
取
り
入
れ
る

と
し
た
う
え
で
、
一
定
の
要
件
の
も

と
、
オ
プ
シ
ョ
ン
を
設
け
る
と
す
る

提
案
が
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
オ
プ
シ
ョ
ン
を
設

け
る
こ
と
に
賛
意
が
示
さ
れ
た
が
、

「
例
外
処
理
に
よ
っ
て
、
実
務
の
ば

ら
つ
き
が
出
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

⑵　
貸
付
金・
債
券
に
関
す
る
償
却

原
価
の
償
却
方
法

償
却
原
価
の
償
却
方
法
に
定
額
法

を
認
め
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
設
け
る
か

に
つ
い
て
、
貸
付
金
は
認
め
ず
、
満

期
保
有
目
的
の
債
券
等
の
う
ち
特
定

の
債
券
に
は
オ
プ
シ
ョ
ン
を
設
け
る

と
の
提
案
が
示
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、「
オ
プ
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
投
資
行
動
に
影
響
し
な
い
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
聞

か
れ
た
。

電
子
決
済
手
段
の
発
行
・
保
有
等

第
１
５
２
回
実
務
対
応
専
門
委
員

会
（
２
０
２
２
年
12
月
10
日
号
（
№

１
６
６
３
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
お
よ
び
第
１
５
４
回
専
門
委
員

会
（
２
０
２
３
年
２
月
10
日
号
（
№

１
６
６
８
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参

照
）
に
引
き
続
き
、
次
の
事
務
局
提

案
が
示
さ
れ
審
議
さ
れ
た
。

・
実
務
対
応
報
告
で
取
り
扱
う
範
囲

に
関
す
る
追
加
的
な
検
討

２
０
２
２
年
12
月
26
日
公
表
の
改

正
政
令・内
閣
府
令
案
等
に
基
づ
き
、

第
１
号
電
子
決
算
手
段
等
の
範
囲
、

外
国
電
子
決
済
手
段
に
関
し
て
適
用

す
る
範
囲
、
第
４
号
電
子
決
済
手
段

に
関
す
る
追
加
提
案
が
さ
れ
た
。

・
第
２
号
電
子
決
済
手
段
の
発
行
お

よ
び
保
有
の
会
計
処
理

第
１
号
電
子
決
済
手
段
と
同
じ

取
扱
い
と
す
る
。

・
電
子
決
済
手
段
の
測
定
お
よ
び
開
示

第
１
号
電
子
決
済
手
段
か
ら
第

３
号
電
子
決
済
手
段
を
同
一
の
資

産
項
目
と
し
て
取
り
扱
い
、
電
子

決
済
手
段
は
、
そ
の
取
得
時
に
は

券
面
額
で
測
定
し
、
期
末
時
に
お

け
る
評
価
に
つ
い
て
は
、
要
求
払

預
金
に
準
じ
て
取
り
扱
う
。

・
外
貨
建
電
子
決
済
手
段
に
関
す
る

外
貨
換
算

電
子
決
済
手
段
の
外
貨
換
算
の

処
理
を
実
務
対
応
報
告
に
お
い
て

定
め
、
外
貨
建
会
計
処
理
基
準
等

の
改
正
は
行
わ
な
い
。

委
員
か
ら
は
、
基
本
的
に
事
務
局

案
に
賛
成
す
る
意
見
が
聞
か
れ
た
。
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新
居
の
庭
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
と
き
、
あ
ち
こ
ち
で
そ
の
話
を

し
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
行
き
つ
け

の
喫
茶
店
の
オ
ー
ナ
ー
が
、
景
石
や
玉

砂
利
の
種
類
の
話
を
し
て
く
れ
、
と
て

も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
、

担
当
の
美
容
師
が
花
木
に
詳
し
い
店
を

紹
介
し
て
く
れ
、
専
門
家
に
相
談
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
そ
の
数
日
後
に
は
、
数

年
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
が
和
モ
ダ
ン

な
庭
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
本
や
サ

イ
ト
を
勧
め
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
た
ま
に
し
か
会
わ

な
い
人
か
ら
有
益
な
情
報
が
も
た
ら
さ

れ
る
」
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
感
覚
的
に

理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
人
生
の
な
か
で

経
験
し
て
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

実
は
、
こ
れ
を
「The strength of 

w
eak ties

（
弱
い
紐
帯
の
強
み
）
理

論
」
と
い
い
ま
す
。
家
族
や
同
じ
部
署

の
仲
間
な
ど
、
毎
日
顔
を
合
わ
せ
る

よ
う
な
社
会
的
に
つ
な
が
り
が
強
い
人

た
ち
（
強
い
紐
帯
＝
ス
ト
ロ
ン
グ
タ
イ

ズ
）
よ
り
も
、
た
ま
に
し
か
会
わ
な
い

友
人
や
ち
ょ
っ
と
し
た
知
り
合
い
の
よ

う
な
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
弱
い
人
た

ち
（
弱
い
紐
帯
＝
ウ
ィ
ー
ク
タ
イ
ズ
）

の
ほ
う
が
、
有
益
な
情
報
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
と
い
う
内
容
で
す
。

も
ち
ろ
ん
社
会
的
に
つ
な
が
り
が
強

い
人
た
ち
（
強
い
紐
帯
＝
ス
ト
ロ
ン
グ

タ
イ
ズ
）
の
存
在
や
、
彼
ら
に
相
談
す

る
こ
と
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
族
や
親
友
、

毎
日
顔
を
合
わ
せ
る
同
僚
な
ど
は
、
あ

な
た
と
距
離
が
近
く
、
程
度
に
差
は

あ
っ
て
も
あ
な
た
の
理
解
者
で
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
考
え
が
近
い
人
た
ち

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
安

心
感
を
与
え
て
く
れ
る
言
葉
や
想
定
内

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
、
異
な
る
視
点
や
価
値
観
か
ら

意
外
性
の
あ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た

り
、
新
た
な
発
見
を
与
え
て
く
れ
た
り

す
る
こ
と
は
少
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
で

新
奇
性
の
あ
る
ア
イ
デ
ア
が
ほ
し
い
、

転
職
し
よ
う
か
ど
う
か
迷
っ
て
い
る
、

職
場
の
人
間
関
係
に
悩
ん
で
い
る
、
会

社
の
や
り
方
に
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

る
、
初
め
て
の
こ
と
で
よ
く
わ
か
ら
な

い
と
い
う
よ
う
な
場
面
で
は
、「
強
い

紐
帯
＝
ス
ト
ロ
ン
グ
タ
イ
ズ
」
に
相
談

す
る
と
同
時
に
、「
弱
い
紐
帯
＝
ウ
ィ
ー

ク
タ
イ
ズ
」
に
も
気
軽
に
相
談
し
て
み

る
こ
と
が
有
効
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「
弱
い
紐
帯
＝
ウ
ィ
ー
ク
タ
イ
ズ
」
だ

か
ら
こ
そ
、
既
存
の
枠
に
囚
わ
れ
な
い

考
え
方
や
発
想
に
出
合
え
た
り
、
自

分
が
い
る
世
界
の
常
識
に
縛
ら
れ
て
躊

躇
し
て
い
た
行
動
の
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
り
す
る
と
い
っ
た
効
果
が
得
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、あ
な
た
に
と
っ
て
の

「
弱
い
紐
帯
＝
ウ
ィ
ー
ク
タ
イ
ズ
」
が

誰
な
の
か
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
か
ら

始
め
ま
す
。
そ
れ
は
、
年
に
数
回
し
か

会
わ
な
い
友
人
か
も
し
れ
な
い
し
、
コ

ロ
ナ
禍
で
ず
っ
と
会
え
て
い
な
い
知
人

か
も
し
れ
な
い
し
、
学
生
時
代
の
部
活

の
仲
間
か
も
し
れ
な
い
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

で
つ
な
が
っ
て
い
る
人
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。ま

た
、
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
（
家
庭
や

職
場
以
外
の
場
所
）
を
持
つ
こ
と
も
お

勧
め
で
す
。
出
社
前
や
退
社
後
に
参

加
す
る
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
仲
間
、
所
属
し
て
い
る
地
域
の

サ
ー
ク
ル
の
参
加
者
、
行
き
つ
け
の
居

酒
屋
の
常
連
さ
ん
、
そ
の
よ
う
な
サ
ー

ド
プ
レ
イ
ス
に
い
る
人
た
ち
が
あ
な
た

に
と
っ
て
の
「
弱
い
紐
帯
＝
ウ
ィ
ー
ク

タ
イ
ズ
」に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
弱
い
紐
帯
＝
ウ
ィ
ー
ク
タ
イ
ズ
」
で

挙
げ
た
例
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、

彼
ら
と
は
利
害
関
係
が
な
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
あ
っ
て
、「
強

い
紐
帯
＝
ス
ト
ロ
ン
グ
タ
イ
ズ
」
に
は

話
し
づ
ら
い
こ
と
も
気
軽
に
相
談
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
早
速
、

あ
な
た
に
と
っ
て
の
「
弱
い
紐
帯
＝

ウ
ィ
ー
ク
タ
イ
ズ
」
に
連
絡
を
と
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

ウ
ィ
ー
ク
タ
イ
に
会
い
に

今
日
行
く
た
い
！

メ
ン
タ
ル
ク
リ
エ
イ
ト 

江
口　

毅

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
文
案
検
討
、進
む

─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
、リ
ー
ス
会
計
専
門
委

会
　
　
計

去
る
３
月
７
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
１
２
９
回
リ
ー
ス
会
計

専
門
委
員
会
を
開
催
し
た
。

主
な
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

ま
た
、
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
３

月
８
日
開
催
の
第
４
９
７
回
親
委
員

会
で
も
審
議
さ
れ
た
。

リ
ー
ス
会
計
基
準
の
結
論
の
背
景

の
文
案
検
討

事
務
局
よ
り
、
リ
ー
ス
会
計
基
準

の
結
論
の
背
景
に
つ
い
て
、
今
回
文

案
が
示
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

⑴　
連
結
財
務
諸
表
と
個
別
財
務
諸

表
の
関
係

連
結
財
務
諸
表
と
個
別
財
務
諸
表

の
関
係
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｃ
13
項
で
次

の
よ
う
な
文
案
が
示
さ
れ
た
。

（
前
略
）

そ
の
結
果
、
本
会
計
基
準
の
適
用

に
関
す
る
懸
念
の
多
く
は
、
連
結
財

務
諸
表
と
個
別
財
務
諸
表
に
お
い
て

共
通
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
連
結

財
務
諸
表
と
個
別
財
務
諸
表
の
会
計

処
理
は
同
一
で
あ
る
べ
き
と
す
る
基

本
的
な
考
え
方
及
び
方
針
を
覆
す
に

値
す
る
事
情
は
存
在
し
な
い
と
判
断

し
た
。

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
複
数
の
専
門

委
員
か
ら
、「
具
体
的
に
、
ど
の
よ

う
な
懸
念
が
あ
っ
た
か
を
列
挙
し

て
」
と
の
意
見
が
挙
が
っ
た
。

⑵　

リ
ー
ス
開
始
日
の
使
用
権
資

産・
リ
ー
ス
負
債
の
計
上
額
と
残

価
保
証

リ
ー
ス
開
始
日
の
使
用
権
資
産
お

よ
び
リ
ー
ス
負
債
の
計
上
額
に
つ
い

て
、
Ｂ
Ｃ
35
項
に
て
、
借
手
の
リ
ー

ス
料
は
、
借
手
が
借
手
の
リ
ー
ス
期

間
中
に
原
資
産
を
使
用
す
る
権
利
に

対
し
て
貸
手
に
行
う
支
払
と
し
て

「
残
価
保
証
に
係
る
借
手
に
よ
る
支

払
見
込
額
」
の
支
払
を
定
め
て
い
る

旨
の
文
案
が
示
さ
れ
た
。

専
門
委
員
か
ら
、「
残
価
保
証
の

支
払
見
込
額
を
、
実
務
上
計
算
す
る

の
は
難
し
い
。簡
便
法
を
認
め
て
は
」

と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。

＊

第
４
９
７
回
親
委
員
会
に
お
い

て
、
委
員
か
ら
「
全
体
的
に
、
新
し

い
処
理
を
採
用
し
た
理
由
と
し
て

『
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
「
リ
ー
ス
」
と
の

整
合
性
』
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
な

ぜ
採
用
し
た
の
か
の
理
由
を
加
え
て

ほ
し
い
」
と
の
意
見
が
聞
か
れ
た
。
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貴社の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）●貴社の景況
令和５年１～３月期の「貴社の景況判断」BSIを全産業でみると、大企業は
▲3.0％ポイントとなり、令和４年４～６月期以来３期ぶりの「下降」超となっ
ています。中堅企業、中小企業はいずれも「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業は令和５年４～６月期に「上昇」超に転じ
る見通しとなっております。中堅企業は令和５年４～６月期に「上昇」超に転
じる見通し、中小企業は「下降」超で推移する見通しとなっております。
●国内の景況
令和５年１～３月期の「国内の景況判断」BSIを全産業でみると、大企業は
▲2.9%ポイントとなり、令和４年７～９月期以来２期ぶりの「下降」超、中堅
企業、中小企業はいずれも「下降」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業は令和５年４～６月期に「上昇」超に転じ
る見通し、中堅企業は令和５年７～９月期に「上昇」超に転じる見通し、中
小企業は「下降」超で推移する見通しとなっています。
令和５年３月末時点の「従業員数判断」BSIを全産業でみると、大企業は
22.7%ポイントとなり、平成23年９月末以降47期連続の「不足気味」超と
なり、中堅企業、中小企業はいずれも「不足気味」超となっています。
先行きを全産業でみると、大企業、中堅企業、中小企業いずれも「不足気
味」超で推移する見通しとなっています。
令和４年度は、6.5％の増収見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増収見込みとなっています。
令和４年度は、3.5％の増益見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増益見込みとなっています。
令和４年度は、8.6％の増加見込みとなっています。
業種別にみると、製造業、非製造業ともに増加見込みとなっています。

令和5年1‒3月期調査

対象企業数
回答企業数
回　収　率

法人企業景気予測調査
（内閣府・財務省）

法人企業景気予測調査は、わが国の経済活動の主要部分を占める企業活動を把握することにより、経済の現状
および今後の見通しに関する基礎資料を得ることを目的として四半期ごとに調査しています。なお、資本金、
出資金または基金（以下、「資本金」といいます）1千万円以上の法人（ただし、電気・ガス・水道業および金融業、
保険業は資本金1億円以上）を対象としています。以下は、令和５年1－3月期調査結果の概要です。

（注）本調査において大企業とは資本金10億円以上の企業を、中堅企業とは資本金1億円以上10億円未満
の企業を、中小企業とは資本金1千万円以上1億円未満の企業をいいます。

景　　況

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和５年７～９月
見通し

令和４年10～12月
前回調査

国内の景況判断BSI（「上昇」－「下降」社数構成比） （単位：％ポイント）

大
企
業
中
堅
企
業
中
小
企
業

全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業
全産業 
　製造業
　非製造業

令和５年１～３月
現状判断

令和５年７～９月
見通し

令和４年10～12月
前回調査

令和５年１～３月
現状判断

令和５年４～６月
見通し

令和５年４～６月
見通し

5.2 
6.0 
4.8 
   6.1 
7.1 
   5.9 
▲1.2
▲4.4
▲0.6

4.3 
4.6 
4.1 
4.3 
5.9 
3.8 
▲4.8
▲4.2
▲4.9

▲3.0
▲10.5
0.6 
▲4.8
▲17.2
▲1.3
▲17.4
▲23.9
▲16.2

▲2.9
▲7.4
▲0.8
▲8.7
▲13.5
▲7.4
▲18.7
▲22.7
▲18.0

0.7 
▲3.6
2.7 
   4.7 
▲3.9
7.1 
▲6.0
▲4.2
▲6.3

0.1 
▲3.2
1.7 
▲1.8
▲5.1
▲0.9
▲15.0
▲11.5
▲15.6

0.7 
▲0.7
1.4 
   3.1 
0.8 
   3.8 
▲3.1
▲4.8
▲2.8

3.5 
2.0 
4.2 
▲1.0
▲2.2
▲0.7
▲9.0
▲9.2
▲8.9

14,236社
11,007社
　　 77.3％

設備投資

雇　　用

売 上  高

経常利益

リ
ー
ス
会
計
基
準
・
適
用
指
針
・

設
例
の
文
案
検
討

こ
れ
ま
で
審
議
さ
れ
て
き
た
リ
ー

ス
会
計
基
準
・
適
用
指
針
・
設
例
に

関
し
て
、
修
正
案
が
示
さ
れ
、
審
議

が
行
わ
れ
た
。

第
４
９
６
回
親
委
員
会
（
２
０

２
３
年
３
月
10
日
号
（
№
１
６
７
１
）

情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
参
照
）
で
意
見

が
聞
か
れ
て
い
た
、
貸
手
が
供
与
す

る
知
的
財
産
の
ラ
イ
セ
ン
ス
の
付
与

に
関
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
が
不
可
分
で
一
体
と
な
っ
て

い
る
も
の
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

「
独
立
し
た
リ
ー
ス
の
構
成
部
分
」

と
し
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
と
同
様
の

取
扱
い
と
す
る
旨
の
記
載
が
新
た
に

追
加
さ
れ
た
。

今
後
の
審
議
予
定

現
状
で
文
案
が
示
さ
れ
て
い
な
い

適
用
指
針
の
結
論
の
背
景
と
、「
公

表
に
あ
た
っ
て
」
の
質
問
文
の
審
議

を
行
っ
た
う
え
で
、
親
委
員
会
の
議

決
を
行
う
予
定
。
３
月
決
算
が
迫
っ

て
い
る
の
で
、
コ
メ
ン
ト
期
限
を
延

ば
す
か
ど
う
か
も
検
討
す
る
旨
が
事

務
局
か
ら
示
さ
れ
た
。

開
示
要
求
の
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
を
改
善

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、完
了
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

国
際
会
計
　

去
る
３
月
８
日
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
に
含
ま
れ
る
開

示
要
求
の
開
発
ア
プ
ロ
ー
チ
を
改
善

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
了
し
、
次

の
２
つ
の
文
書
を
公
表
し
た
。

・「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約
と
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
文
書
」（
以
下
、「
要
約

文
書
」）

・「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
会
計
基
準
に
お
け
る
開

示
要
求
の
開
発
と
基
準
書
起
草
の

指
針
」（
以
下
、「
指
針
」）

要
約
文
書

要
約
文
書
は
、「
開
示
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
―
的
を
絞
っ
た
基
準
レ
ベ
ル
の

開
示
の
レ
ビ
ュ
ー
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
以
下
、「
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）

の
経
緯
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

２
０
２
１
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
公

開
草
案
「
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
基
準
に
お
け
る

開
示
要
求
―
試
験
的
ア
プ
ロ
ー
チ
：

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
第
13
号
及
び
Ｉ
Ａ
Ｓ
第
19

号
の
修
正
案
」
へ
の
関
係
者
の
意
見

と
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
の
検
討
結
果
を
示
し
て

い
る
。

指　
針

指
針
は
、
今
後
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
が
開
示

要
求
を
開
発
・
起
草
す
る
際
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
示
し
た
文
書
で
、
次
の
よ

う
な
内
容
が
示
さ
れ
て
い
る
。

・
財
務
諸
表
の
利
用
者
等
と
早
期
・

緊
密
に
協
働
す
る
こ
と
で
情
報

ニ
ー
ズ
等
を
理
解
し
、
開
示
要
求

を
認
識
お
よ
び
測
定
の
要
求
と
統

合
的
に
開
発
す
る

・
開
示
要
求
に
お
い
て
、
情
報
ニ
ー
ズ

を
記
述
・
説
明
す
る
全
般
的
な
開

示
目
的
（overall disclosure 

objective

）
と
具
体
的
な
開
示

目

的
（specific disclosure 

objective

）
を
示
し
、
多
く
の

場
合
に
具
体
的
な
開
示
目
的
を
充

足
し
得
る
情
報
項
目
を
具
体
的
な

開
示
目
的
と
関
連
づ
け
て
示
す

・
概
念
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
コ
ス
ト

と
便
益
の
比
較
、
デ
ジ
タ
ル
報
告

へ
の
影
響
等
を
考
慮
す
る

＊

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
題
材
と
な
っ

た
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
13
号「
公
正
価
値
測
定
」

と
Ｉ
Ａ
Ｓ
19
号
「
従
業
員
給
付
」
の

基
準
改
訂
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
完
了

に
よ
り
、
開
示
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
含

ま
れ
る
未
完
了
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
公
的
説
明
責
任
の
な
い
子
会
社
」

の
み
と
な
っ
た
。
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この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2023年
3月8日

サイバー攻撃被害に係
る情報の共有・公表ガ
イダンス

内閣官房、
警察庁、総
務省、経産

省

サイバー攻撃の被害組織の担当部門に向けて、被害組織を保護しながら、迅速な情報
共有・円滑な被害公表を行ううえでの、実務上の参考となるポイントをFAQ形式でま
とめたもの。
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01cyber01_02000001_00160.html

―

2023年
3月10日

知財・無形資産の投資・
活用戦略の開示及びガ
バナンスに関するガイ
ドライン（略称：知財・
無形資産ガバナンスガ
イドライン）Ver2.0案

内閣府、
経産省

企業・投資家・金融機関が、相互の価値協創を通じて、思考構造のギャップを埋め、企
業価値の創造に資する知財・無形資産の投資・活用を実行するために、「５つのプリ
ンシプル（原則）」、「７つのアクション」、「コミュニケーション・フレームワーク」を示
したもの。コメント期限は3月17日まで。
https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/PcmFileDownload?seq
No=0000250132

―

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
銀
行
経
営
破
綻
で
も

変
わ
ら
な
い
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
上
げ
姿
勢

金
　
　
融

日
銀
新
総
裁
の
登
場
を
待
つ
株
式
市
場

証
　
　
券

米
連
邦
預
金
保
険
公
社
（
Ｆ
Ｄ
Ｉ

Ｃ
）は
３
月
10
日
、シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

銀
行
（
Ｓ
Ｖ
Ｂ
）
が
経
営
破
綻
し
事

業
を
停
止
し
た
と
発
表
し
た
。
Ｓ
Ｖ

Ｂ
は
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
シ

リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
拠
点
を
置
き
、
Ｉ

Ｔ
関
連
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、

な
い
し
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に

出
資
す
る
Ｖ
Ｃ
向
け
融
資
を
行
っ
て

き
た
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
が
破
綻
管
財
人
と

な
り
、
預
金
保
護
を
発
動
す
る
。
Ｓ

Ｖ
Ｂ
は
、
金
融
緩
和
下
で
Ｖ
Ｃ
等
か

ら
資
金
を
活
発
に
調
達
し
た
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
預
金
を
集
め
て
い
た

が
、
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
に
よ
る
利
上
げ
で
含
み
損
が

膨
ら
ん
で
い
た
。

こ
の
よ
う
な
銀
行
破
綻
は
、

２
０
０
８
年
に
発
生
し
た
金
融
危
機

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
当
時
の
米
国

で
は
、
住
宅
バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
住
宅

ロ
ー
ン
の
実
行
が
過
剰
に
行
わ
れ
て

い
た
状
況
で
発
生
し
た
た
め
、
回
収

不
能
債
権
が
急
増
し
金
融
機
関
の
破

綻
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
し
て
、
金
融

機
関
が
ロ
ー
ン
債
権
を
証
券
化
し
て

い
た
た
め
、
金
融
不
安
が
世
界
中
に

広
が
っ
て
行
っ
た
。
こ
う
し
た
金
融

市
場
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
兆

候
は
、
今
回
の
ケ
ー
ス
で
は
現
時
点

で
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
に
よ
る
急
ピ
ッ

チ
の
利
上
げ
の
影
響
は
、他
の
企
業
、

特
に
金
融
機
関
に
対
し
て
も
同
様

で
、
Ｓ
Ｖ
Ｂ
だ
け
の
特
殊
事
情
で
は

な
い
。
よ
っ
て
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
利
上
げ
姿

勢
に
影
響
す
る
の
で
は
、
と
の
意
見

も
市
場
関
係
者
に
は
あ
る
よ
う
だ
。

た
だ
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
は
、
こ
う
し
た
金
融

機
関
へ
の
影
響
は
想
定
済
み
の
は
ず

だ
。
Ｆ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
と
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
今
回
の

件
を
受
け
、
経
営
難
に
陥
っ
た
銀
行

の
預
金
保
護
強
化
の
た
め
に
基
金
の

創
設
を
検
討
し
て
い
る
、
と
の
話
が

報
道
ベ
ー
ス
で
出
て
い
る
。
今
後
、

こ
う
し
た
基
金
や
制
度
金
融
の
手
法

が
注
目
さ
れ
る
の
は
確
か
だ
。

一
方
、
経
済
デ
ー
タ
重
視
で
政
策

を
決
定
す
る
と
し
つ
つ
、
パ
ウ
エ
ル

Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
が
３
月
７
日
の
議
会
証

言
で
「
今
後
の
デ
ー
タ
次
第
で
は
利

上
げ
の
ペ
ー
ス
を
加
速
す
る
用
意
が

あ
る
」
と
発
言
し
た
点
や
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ

理
事
に
タ
カ
派
発
言
が
目
立
つ
点
を

み
れ
ば
、
基
本
的
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
タ
カ

派
姿
勢
に
変
化
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

株
式
市
場
は
10
年
振
り
の
総
裁
交

代
に
よ
る
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
の

ゆ
く
え
を
睨
ん
で
い
る
。
４
月
９
日

に
日
銀
総
裁
に
就
任
す
る
植
田
和
男

東
大
名
誉
教
授
は
金
融
論
の
大
家

で
、市
場
心
理
を
熟
知
す
る
だ
け
に
、

就
任
前
か
ら
金
融
緩
和
政
策
を
持
続

さ
せ
る
と
繰
り
返
し
、
市
場
を
落
ち

着
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

黒
田
総
裁
は
10
年
間
、
一
貫
し
て

金
融
超
緩
和
政
策
を
続
け
、
そ
の
効

果
は
評
価
が
分
か
れ
る
。
そ
れ
だ
け

に
植
田
新
総
裁
は
難
し
い
カ
ジ
取
り

を
迫
ら
れ
る
の
は
確
実
で
、
株
式

市
場
は
悩
ま
し
い
状
態
が
続
く
だ
ろ

う
。日

米
の
株
式
市
場
は
も
と
よ
り
、

全
世
界
の
株
式
市
場
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
の
が
米
中
央
銀
行
・
米
連

邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の

金
融
政
策
の
動
向
で
あ
る
。
Ｆ
Ｒ
Ｂ

は
昨
年
来
、
急
激
な
イ
ン
フ
レ
進
行

を
抑
制
す
る
た
め
、
金
利
引
上
げ
の

長
期
計
画
を
早
く
に
公
表
し
、
実
行

し
て
き
た
が
、
実
体
経
済
が
想
定
と

反
す
る
動
き
を
す
る
た
め
、
利
上
げ

計
画
は
変
更
・
修
正
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
。
２
月
半
ば
に
、
米
景
気
の
強

さ
を
示
す
統
計
発
表
が
相
次
ぐ
と
、

強
ま
っ
て
い
た
利
上
げ
の
幅
、
回
数

な
ど
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
近
し
、
と
の

期
待
が
後
退
し
、
世
界
的
な
株
価
調

整
入
り
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

米
景
気
等
の
見
通
し
は
揺
れ
動

き
、
パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
は
、
利

上
げ
の
実
施
は
経
済
実
績
を
鑑
み
、

出
た
と
こ
勝
負
だ
と
言
明
し
て
い

る
。米

経
済
で
は
、
３
月
10
日
に
全
米

16
位
の
資
産
規
模
を
持
つ
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
銀
行
の
破
綻
が
明
る
み
に
で

た
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
ヘ
の
融

資
を
中
心
と
す
る
有
力
銀
行
だ
が
、

相
次
ぐ
利
上
げ
に
よ
る
債
券
投
資
で

損
失
を
出
し
、
資
金
繰
り
が
行
き
詰

ま
っ
た
。
規
制
当
局
は
預
金
の
全
額

保
護
を
打
ち
出
し
、
国
民
の
不
安
心

理
を
鎮
静
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
銀
行
の
破
綻
の
ニ
ュ
ー
ス
は

全
世
界
の
株
式
市
場
を
揺
さ
ぶ
り
、

同
時
株
安
を
も
た
ら
し
た
が
、
銀
行

の
資
産
規
模
か
ら
も
、
15
年
前
の

リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
破
綻
ほ
ど

の
影
響
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

日
米
を
先
頭
に
、
世
界
の
株
式
市

場
が
中
央
銀
行
の
一
挙
一
動
に
敏
速

に
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
状

況
が
な
お
続
く
と
予
想
さ
れ
る
。


